
つくばイノベーションアリーナナノテクノロジー拠点

　
つ
く
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
リ
ー
ナ
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
拠
点

Ｔ
Ｉ
Ａ

―
ｎ
ａ
ｎ
ｏ

が
発
足
し
て
か
ら
４
年
。
国
際
学
会
で
の
採
択
数
が
急
増
す

る
な
ど
、
研
究
成
果
は
着
実
に
増
え
て
い
る
。
産
業
技
術
総
合
研
究
所
は
、

Ｔ
Ｉ
Ａ
―
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
を
第
２
ス
テ
ッ
プ
へ
移
行
す
る
た
め
、
理
事
長
直
属
の

つ
く
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
リ
ー
ナ
推
進
本
部
を
設
立
。
指
揮
系
統
、
責
任

体
制
を
明
確
化
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

産
業

を
生
み
出
す
体
制
を
強
化

し
た
。
本
部
長
に
就
任
し
た
金
山
敏
彦
理
事
に
今
後
の
戦
略
を
聞
い
た
。金山　敏彦氏に聞く産業技術総合研究所つくばイノベーションアリーナ推進本部本部長

企
業
の
要
望
に
機
動
的
対
応
技
術
の
蓄
積
を
役
立
て
る

Ｔ
Ｉ
Ａ
―
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
運
営
力
を
強
化

つくばから世界へ産総研、ＴＩＡ―ｎａｎｏ第２ステップ

ＴＰＥＣ参加機関

　
産
業
技
術
総
合
研
究
所

は
、
こ
れ
ま
で

年
以
上
に

わ
た
り
、
次
世
代
の
半
導
体

材
料
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
Ｓ
ｉ
Ｃ

炭
化
ケ
イ
素

に
代
表
さ
れ
る
ワ
イ
ド
ギ
ャ

ッ
プ
半
導
体
を
利
用
し
た
パ

ワ
ー
素
子
／
電
力
変
換
器
技

術
に
関
す
る
研
究
開
発
を
進

め
て
き
た
。
多
く
の
企
業
と

連
携
し
な
が
ら
材
料
結
晶
か

ら
応
用
機
器
に
至
る
領
域
の

活
動
を
一
貫
体
制
で
推
進
す

る
こ
と
で
、
次
世
代
パ
ワ
ー

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
の

確
立
を
目
指
し
て
い
る
。

　
つ
く
ば
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ

ョ
ン

Ｔ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

は
、
Ｔ

Ｉ
Ａ
―
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
に
お
け
る

研
究
活
動
を
基
盤
に
、
産
総

研
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ハ

ブ
と
な
っ
て
、
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て

い
く
「
共
同
研
究
体
」
。
Ｔ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
参
加
す
る
企
業

は
、
わ
が
国
の
産
業
構
造
の

特
徴
を
反
映
し
た
川
上
か
ら

川
下
に
至
る
、
ビ
ジ
ネ
ス
レ

イ
ヤ
ー
の
異
な
る
企
業
群

年
４
月
現
在

社

と
、
公
的
研
究
機
関

９
機

関

の
共
同
体
だ
。
Ｔ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
は
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
に
関
連
す
る
企
業
が
研

究
開
発
資
金
の
大
半
を
賄
う

こ
と
で
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
拠
点
を
自
立
的
に

運
営
す
る
民
活
型
の
共
同
研

究
体
で
あ
り
、
研
究
開
発
と

同
時
に
優
秀
な
人
材
育
成
も

行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。

　
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
筑

波
大
学
と
共
同
で
パ
ワ
ー
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
の
開
催
や
、
パ
ワ

ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
連

携
寄
附
講
座
の
企
画
運
営
を

行
っ
て
い
る
。
国
内
外
の
有

識
者
お
よ
び
関
係
大
学
の
支

援
を
得
て
推
進
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

産
学
官
連
携
、
一
体
的
に
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
さ
ら
に
拡
大

　
つ
く
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
リ
ー
ナ
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
拠
点

Ｔ
Ｉ
Ａ
―
ｎ
ａ
ｎ

ｏ

は
、
産
業
技
術
総
合
研

究
所
、
物
質
・
材
料
研
究
機

構

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ

、
筑
波
大

学
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器

研
究
機
構

Ｋ
Ｅ
Ｋ

が
中

核
機
関
と
な
り
、
産
学
官
が

連
携
し
て
研
究
開
発
、
人
材

育
成
を
一
体
的
に
推
進
す
る

た
め
、
２
０
０
９
年
に
発
足

し
た
。
Ｔ
Ｉ
Ａ
―
ｎ
ａ
ｎ
ｏ

で
は
、
ナ
ノ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
、
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
、
Ｎ
―
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、

ナ
ノ
グ
リ
ー
ン
、
カ
ー
ボ
ン

ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
、
ナ
ノ
材
料

安
全
評
価
の
六
つ
の
重
点
領

域
を
コ
ア
研
究
領
域
と
し
て

定
め
、
資
金
・
人
材
を
集
約

し
て
研
究
開
発
を
行
っ
て
い

る
。

　
ま
た
実
証
デ
バ
イ
ス
の
試

験
・
評
価
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
先
端
装
置
群
の
共
有
、

人
材
育
成
の
推
進
に
関
わ
る

仕
組
み
を
三
つ
の
コ
ア
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
整
備
し
て
い

る
。

　

年
度
の
主
要
成
果
と
し

て
は
、

次
世
代
パ
ワ
ー
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
の
確

立
を
目
的
と
し
、
産
総
研
が

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ハ
ブ
と

な
っ
て
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
た
め
の

共
同
体
「
つ
く
ば
パ
ワ
ー
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ
ン
ス
テ

レ
ー
シ
ョ
ン

Ｔ
Ｐ
Ｅ

Ｃ

」
を
設
立

年
４
月

現
在
、
企
業

社
、
公
的
研

究
機
関
９
機
関

産
総
研

が
研
究
開
発
し
た
ス
ー
パ
ー

グ
ロ
ー
ス
法
高
純
度
の
単
層

カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ

Ｃ
Ｎ
Ｔ

の
大
量
生
産
実

証
プ
ラ
ン
ト
で
製
造
さ
れ
た

Ｃ
Ｎ
Ｔ
サ
ン
プ
ル
を
、
用
途

開
発
企
業
な
ど
１
０
０
件
以

上
に
提
供

「
ヘ
テ
ロ
集
積

化
量
産
試
作
」
お
よ
び
「
高

効
率
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
融
合
製
造
」

技
術
の
研
究
開
発
を
推
進
す

る
た
め
、
８

お
よ
び

の
試
作
ラ
イ
ン
お
よ
び
ク
リ

ー
ン
ル
ー
ム
環
境
を
整
備

し
、
圧
電
材
料
の
信
頼
性
向

上
、
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
形
成
に
よ

る
低
コ
ス
ト
化
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ン
グ
の
高
信
頼
化
な
ど
に

寄
与
―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　
こ
れ
ま
で
Ｔ
Ｉ
Ａ
拠
点
を

活
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

累
積
で

件
あ
り
、
１
２
８

社
が
連
携
企
業
と
し
て
参
加

し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

画
し
た
企
業
の
外
部
研
究
者

は
８
０
０
人
超
、
連
携
し
た

大
学
院
生
は
累
計
で
５
０
０

人
を
超
え
た
。
総
事
業
規
模

は
累
積
で
７
６
２
億
円
を
超

え
て
い
る
。
２
０
１
２
年
の

Ｋ
Ｅ
Ｋ
の
参
画
に
よ
り
、
今

後
さ
ら
な
る
拡
大
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

単
層
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
量
産

用途開発向け提供製品へ応用に弾み
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン

ト
と
大
面
積
基
板
上
の
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ

　
つ
く
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
リ
ー
ナ

Ｔ
Ｉ
Ａ
―
ｎ
ａ

ｎ
ｏ

の
六
つ
の
コ
ア
研
究

領
域
の
一
つ
と
し
て
、
単
層

カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
の

量
産
技
術
開
発
を
進
め
て
き

た
。
Ｔ
Ｉ
Ａ
―
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
は

単
層
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー

ブ
の
大
量
合
成
法
で
あ
る
ス

ー
パ
ー
グ
ロ
ー
ス
法
の
量
産

プ
ラ
ン
ト
を
運
営
し
、
用
途

開
発
企
業
な
ど
１
０
０
件
以

上
に
試
料
を
提
供
し
て
き

た
。

　
日
本
で
発
見
さ
れ
た
単
層

カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ

は
、
そ
の
優
れ
た
特
性
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
工
業
的
な
実

用
化
に
至
っ
て
い
な
い
。
最

大
の
理
由
は
、
合
成
効
率
の

低
さ
に
起
因
す
る
コ
ス
ト
高

と
生
産
量
の
少
な
さ
に
あ

る
。
そ
こ
で
産
業
技
術
総
合

研
究
所
が
研
究
開
発
し
た
高

純
度
の
単
層
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ

チ
ュ
ー
ブ
を
大
量
生
産
す
る

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
ス
法
を
基

に
、
大
量
生
産
実
証
プ
ラ
ン

ト
を
建
築
し
た
。

　
同
プ
ラ
ン
ト
で
は
５
０
０

角
の
大
面
積
基
板
上
で

単
層
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー

ブ
を
従
来
比
１
０
０
０
倍
の

成
長
効
率
で
連
続
生
産
で

き
、
そ
の
生
産
能
力
は
日
産

数
百

と
飛
躍
的
に
向
上
し

た
。

　
生
産
し
た
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ

チ
ュ
ー
ブ
は
大
量
に
低
コ
ス

ト
で
企
業
や
大
学
に
サ
ン
プ

ル
提
供
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
用
途
開
発
と
産
業
化
を

加
速
さ
せ
、
透
明
導
電
膜
、

太
陽
電
池
、
薄
膜
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
、
キ
ャ
パ
シ
タ
な
ど
、

単
層
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー

ブ
の
持
つ
優
れ
た
機
能
を
最

大
限
発
揮
し
た
製
品
へ
の
応

用
に
弾
み
を
つ
け
る
。

　
そ
れ
と
並
行
し
て
Ｔ
Ｉ
Ａ

―
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
独
自
に
高
伝
導

率
・
高
機
械
耐
久
性
を
併
せ

持
つ
導
電
性
ゴ
ム
材
料
、
一

般
的
な
金
属
に
匹
敵
す
る
熱

伝
導
率
を
も
ち
な
が
ら
柔
ら

か
な
単
層
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ

ュ
ー
ブ
／
炭
素
繊
維
／
ゴ
ム

複
合
材
料
、
そ
し
て
柔
ら
か

い
ひ
ず
み
セ
ン
サ
ー
な
ど
、

カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
の

実
用
化
・
産
業
化
研
究
を
進

め
て
い
る
。
さ
ら
に
素
材
企

業
へ
の
プ
ラ
ン
ト
施
設
貸
与

に
よ
り
先
端
素
材
の
実
用
化

を
促
進
し
て
い
る
。

つくばパワーエレクトロニクスコンステレーション共同研究体で次世代技術確立

ＴＩＡ連携大学院　サマー・オープン・フェスティバル２０１３
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

　
◎
７
月

―

日
　
ナ
ノ
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
　
Ｌ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
ｉ
ｎ
２
０
１
３
ｆ
ｏ
ｒ
Ｎ
ａ

ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
／
Ｎ
ａ

ｎ
ｏ
ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
ｓ

日
を

除
く
、
筑
波
大
学
総
合
研
究
棟
Ｂ

　
◎
８
月
７
―
９
日
　
Ｎ
―
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

「
人
材
育
成
の
た
め
の
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
集
中

コ
ー
ス
」

筑
波
大
学
春
日
エ
リ
ア

　
◎
８
月

―

日
　
パ
ワ
ー
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
「
第
２
回
Ｔ
Ｉ
Ａ
パ
ワ
ー

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
サ
マ
ー
ス
ク
ル

ー
ル
」

産
業
技
術
総
合
研
究
所
つ
く

ば
セ
ン
タ
ー
つ
く
ば
西
事
業
所
Ｔ
Ｉ
Ａ

連
携
棟

　
◎
８
月

―

日
　
ナ
ノ
グ
リ
ー
ン

「
第
１
回
Ｔ
Ｉ
Ａ
ナ
ノ
グ
リ
ー
ン
・
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
」

筑
波
大
学
共
同
利

用
棟
Ａ

　
◎
８
月

―
９
月
３
日
　
ナ
ノ
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
「
第
１
回
Ｔ
Ｉ
Ａ
ナ
ノ

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
」

産
業
技
術
総
合
研
究
所
つ
く
ば

セ
ン
タ
ー
つ
く
ば
西
事
業
所
Ｔ
Ｉ
Ａ
連

携
棟シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ　
◎
７
月

―

日
　
ナ
ノ
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
ａ
ｌ
　
Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｏ
ｓ
ｉ
ｕ
ｍ
　
Ｔ

ｓ
ｕ
ｋ
ｕ
ｂ
ａ
　
Ｎ
ａ
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ

ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
　
Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｏ
ｓ
ｉ
ｕ

ｍ

産
業
技
術
総
合
研
究
所
つ
く
ば

セ
ン
タ
ー
つ
く
ば
西
事
業
所
Ｔ
Ｉ
Ａ
連

携
棟

　
◎
８
月

日
　
「
Ｔ
Ｉ
Ａ
連
携
大
学

院
共
通
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

筑
波
大
学

総
合
研
究
棟
Ｂ

　
◎
９
月
３
日
　
ナ
ノ
グ
リ
ー
ン
「
第

３
回
日
独
ナ
ノ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

筑
波
大
学
総
合
研
究
棟
Ｂ

　
【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

　　 ２０１３年 平成２５年 ６月１４日 金曜日 【広告特集】 （ ）

　
―
Ｔ
Ｉ
Ａ
推
進
本
部
設
立

の
狙
い
は
。

　
「
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に

基
づ
い
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
と
し
て
、
研

究
開
発
の
共
同
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を
作
り
、
技
術
研
究

に
と
ど
ま
ら
ず
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
作
る
場
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
し
た
Ｔ

Ｉ
Ａ
―
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
の
存
在
は

産
業
界
の
間
で
定
着
し
、
順

調
に
離
陸
し
た
と
思
っ
て
い

る
。
一
方
で
、
本
当
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
新
し
い

産
業
は
ま
だ
出
て
い
な
い
。

産
業
を
生
み
出
す
と
い
う
実

態
を
伴
っ
た
も
の
に
す
る
た

め
に
は
、
中
核
４
機
関
の
ど

こ
か
に
実
の
あ
る
組
織
を
作

っ
て
責
任
の
明
確
化
を
図
る

必
要
が
あ
っ
た
。
Ｔ
Ｉ
Ａ
推

進
本
部
が
権
限
と
責
任
を
持

つ
こ
と
で
、
Ｔ
Ｉ
Ａ
―
ｎ
ａ

ｎ
ｏ
と
い
う
ブ
ー
ス
タ
ー
ロ

ケ
ッ
ト
を
噴
か
す
こ
と
が
で

き
る
」

　
―
第
２
段
階
を
迎
え
た
と

い
う
こ
と
で
す
か
。

　
「
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
つ
く
る
と
い
っ
て
も
、

産
総
研
だ
け
で
も
い
ろ
い
ろ

な
設
備
が
あ
り
、
複
数
の
部

署
が
絡
む
。
外
部
か
ら
見
て

わ
か
り
や
す
く
す
る
に
は
、

分
散
し
て
い
る
業
務
を
集
約

し
運
営
力
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
っ
た
」

　
「
企
業
は
需
要
に
あ
せ
わ

た
自
社
設
備
の
稼
働
が
可
能

だ
。
一
方
、
公
的
機
関
の
設

備
利
用
は
需
要
に
あ
わ
せ
た

仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
い
。

民
間
企
業
の
機
動
的
な
対
応

や
要
望
に
応
え
る
た
め
に
は

新
た
な
仕
組
み
が
必
要
だ
っ

た
。
い
き
な
り
全
体
の
設
備

の
仕
組
み
を
変
え
る
の
は
大

変
な
の
で
、
Ｔ
Ｉ
Ａ
―
ｎ
ａ

ｎ
ｏ
の
設
備
を
特
区
扱
い

に
す
る
こ
と
で
、

時
間
利

用
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
で

き
た
」

　
―
ス
ー
パ
ー
ク
リ
ー
ン
ル

ー
ム

Ｓ
Ｃ
Ｒ

で
す
ね
。

　
「
基
本
的
に
Ｓ
Ｃ
Ｒ
は
使

っ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て

空
調
は
止
め
ら
れ
な
い
。
し

か
し

時
間
稼
働
と
な
れ

ば
、
管
理
者
や
作
業
者
な
ど

の
人
件
費
だ
け
で
な
く
、
人

事
規
則
や
就
労
規
定
、
労
務

管
理
も
見
直
す
必
要
が
あ

る
。
こ
う
し
た
問
題
を
ク
リ

ア
ー
し
、
将
来
は
ナ
ノ
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
以
外
の

研
究
設
備
に
も
広
げ
て
い
き

た
い
」

　
―
フ
ァ
ン
ド
リ
ー
型
の
研

究
開
発
の
支
援
も
充
実
し
ま

す
。

　
「
フ
ァ
ン
ド
リ
ー
型
と

は
、
試
作
を
目
的
に
産
総
研

が
企
業
か
ら
研
究
を
受
託
す

る
も
の
で
、
産
総
研
の
装
置

や
人
材
、
知
恵
、
ノ
ウ
ハ
ウ

を
使
っ
て
研
究
開
発
し
、
成

果
物
は
企
業
に
帰
属
す
る
。

産
総
研
に
は
知
恵
が
残
り
、

企
業
か
ら
見
る
と
研
究
か
ら

製
品
化
ま
で
利
用
で
き
る
。

フ
ァ
ン
ド
リ
ー
型
は
開
発
か

ら
製
品
化
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

を
短
縮
す
る
こ
と
が
目
的
。

産
総
研
は
製
品
試
作
ま
で
踏

み
込
む
こ
と
に
な
る
が
、
近

年
、
半
導
体
関
連
の
最
終
製

品
は
要
素
技
術
を
集
約
し
た

も
の
に
な
っ
て
お
り
、
産
総

研
に
蓄
積
し
た
知
恵
が
役
立

つ
こ
と
に
な
る
」

　
―
共
同
研
究
と
い
っ
て
も

そ
の
枠
組
み
や
仕
組
み
が
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。

　
「
基
礎
研
究
は
大
前
提

で
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

し
て
技
術
を
世
に
出
す
た
め

の
企
画
を
し
、
努
力
し
て
い

く
こ
と
が
推
進
本
部
の
仕

事
。
産
総
研
の
中
に
は
個
別

技
術
が
た
く
さ
ん
蓄
積
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

世
に
出
て
行
か
な
い
。
個
別

技
術
を
結
び
つ
け
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
、
そ
れ
に
よ
り

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
興
す
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
は
試

作
能
力
も
重
要
だ
」

　
―
教
育
や
人
材
育
成
に
つ

い
て
は
ど
う
で
す
か
。

　
「
筑
波
大
学
大
学
院
で
は

今
年
度
か
ら
ナ
ノ
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
と
パ
ワ
ー
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
、
ナ
ノ
グ
リ
ー

ン
の
専
攻
コ
ー
ス
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
日
々
の
講
義
は
大

学
で
行
う
が
、
一
部
は
Ｔ
Ｉ

Ａ
連
携
棟
を
活
用
す
る
。
ま

た
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
で
は
３
講
座
が
新
た
に
設

け
ら
れ
、
産
総
研
の
設
備
も

活
用
し
、
一
体
と
な
っ
た
形

で
運
営
し
て
い
く
。
研
究
者

と
学
生
が
交
流
す
る
機
会
も

増
え
、
企
業
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
だ
ろ
う
」


